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1.  平成22年8月期第1四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第1四半期 137,446 △0.8 1,998 208.0 △1,655 ― △949 ―
21年8月期第1四半期 138,510 ― 648 ― 909 ― △1,229 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第1四半期 △566.56 ―
21年8月期第1四半期 △733.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第1四半期 238,257 56,588 22.9 32,546.56
21年8月期 230,945 61,810 25.0 34,496.66

（参考） 自己資本   22年8月期第1四半期  54,544百万円 21年8月期  57,813百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00
22年8月期 ―
22年8月期 

（予想）
0.00 ― 1,000.00 1,000.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

297,000 0.8 5,250 37.1 1,600 △63.2 △1,400 ― △831.33

通期 595,000 1.0 10,500 18.6 7,500 △19.9 1,600 △68.6 938.99

- 1 -



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等 4.その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
1. 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提 
に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、４ページ「定性的情 
報・財務諸表等 3.連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
2. 連結業績予想における１株当たり当期純利益については、平成22年1月29日予定の株式交換により割当交付する新株式数47,624株（最 
大予定数）を含めた期中平均発行済株式数により算定しております。なお、株式交換につきましては、平成21年10月14日公表の「株式会社 
ビックカメラによる株式会社ソフマップの株式交換による完全子会社化に関するお知らせ」をご参照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第1四半期 1,675,902株 21年8月期  1,675,902株
② 期末自己株式数 22年8月期第1四半期  ―株 21年8月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第1四半期 1,675,902株 21年8月期第1四半期 1,675,902株
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当第１四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）におけるわが国経済は、景

気は、持ち直してきているものの、自律性に乏しく、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況で

推移いたしました。企業収益は改善がみられず、個人消費も継続的に低迷しておりました。  

当家電小売業界では、政府のエコポイント制度の追風を受けてテレビ・冷蔵庫、ウイルス対策により需

要が高まった空気清浄機が好調でありました。また、ブルーレイディスクレコーダー、ゲーム関連商品の

売上高は堅調でありました。一方、デジタルカメラ、オーディオ等が不振でありました。 

このような環境下、当社グループは「より豊かな生活を提案する、進化し続けるこだわりの専門店の集

合体」の一層の強化を目指して、価格・品揃え・接客・サービス・店作りにおいて、お客様に更にご満足

いただけるよう改善を重ねてまいりました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 1,374億46百万円（前年同期比0.8％減）となりま

したが、売上総利益率の改善、諸経費の削減に努めた結果、営業利益は 19億98百万円（前年同期比

208.0％増）となりました。また、株式会社ベスト電器の事業構造改善費用等の計上に伴い持分法による

投資損失 37億80百万円を営業外費用として計上した結果、経常損失は 16億55百万円、四半期純損失は 

９億49百万円となりました。 

  

① 資産、負債及び純資産に関する分析 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 73億12百万円増加（前連結会計年

度末比 3.2％増）し、2,382億57百万円となりました。主な要因は商品及び製品の増加 76億78百万円によ

るものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ 125億34百万円増加（前連結会計

年度末比 7.4％増）し、1,816億69百万円となりました。主な要因は買掛金の増加 68億34百万円、短期借

入金の増加 42億39百万円と長期借入金の増加 33億40百万円によるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 52億22百万円減少（前連結会

計年度末比 8.4％減）し、565億88百万円となりました。主な要因は剰余金の配当（純資産の減少）16億

75百万円、四半期純損失（純資産の減少）９億49百万円、少数株主持分の減少（純資産の減少）19億54百

万円によるものであります。 

   

② 連結キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ 50億75百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末には 274億１百万円となりました。当第１四

半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は 20億81百万円（前年同期は71億85百万円の使用）となりました。これ

は主に、仕入債務の増加 68億34百万円があったものの、たな卸資産の増加 77億18百万円、法人税等の支

払額 22億28百万円があったことによるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果獲得した資金は 20億46百万円（前年同期は６億20百万円の使用）となりました。これ

は主に、投資有価証券の売却による収入 18億33百万円、差入保証金の回収による収入 10億24百万円によ

るものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は 51億11百万円（前年同期は101億71百万円の獲得）となりました。これ

は主に、配当金の支払額 14億８百万円があったものの、短期借入金の純増加額 42億39百万円及び長期借

入金の純増加額（収入と支出の差額）31億28百万円があったことによるものであります。 

  

当社グループを取り巻く環境は、同業他社との競合が続くものと予想されます。こうした状況下にあっ

て、当社グループは、①市場シェアの拡大、②顧客基盤の拡大と利用頻度の向上、③コストの削減・在庫

管理の徹底、④業務提携の推進、を継続・強化することで「より豊かな生活を提案する、進化し続けるこ

だわりの専門店の集合体」の完成形を目指し、お客様のご支持をいただき、業績の向上に努めてまいりま

す。 

なお、連結業績予想につきましては、平成21年10月14日公表の平成21年８月期決算短信「3. 22年８月

期の連結業績予想」を修正しております。詳細につきましては、平成22年１月12日公表の「業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

② たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

  該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

-　5　-

㈱ビックカメラ（3048）　平成22年８月期第１四半期決算短信



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,172 24,401

受取手形及び売掛金 20,154 18,350

商品及び製品 44,593 36,914

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 246 231

番組勘定 62 36

その他 23,312 24,624

貸倒引当金 △39 △41

流動資産合計 117,502 104,517

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,715 18,375

土地 40,944 40,941

その他（純額） 2,819 2,886

有形固定資産合計 62,479 62,203

無形固定資産 13,949 14,069

投資その他の資産   

差入保証金 25,805 26,719

その他 18,939 23,841

貸倒引当金 △553 △552

投資その他の資産合計 44,190 50,009

固定資産合計 120,619 126,281

繰延資産 135 147

資産合計 238,257 230,945
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 46,527 39,693

短期借入金 48,063 43,824

1年内返済予定の長期借入金 17,409 17,621

1年内償還予定の社債 790 720

未払法人税等 415 2,859

賞与引当金 3,033 1,971

ポイント引当金 13,296 13,437

その他 12,896 13,591

流動負債合計 142,431 133,717

固定負債   

社債 400 180

長期借入金 31,134 27,793

退職給付引当金 5,220 4,990

役員退職慰労引当金 48 47

その他 2,435 2,405

固定負債合計 39,237 35,417

負債合計 181,669 169,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,402 18,402

資本剰余金 17,976 17,976

利益剰余金 19,728 22,353

株主資本合計 56,106 58,732

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,562 △919

評価・換算差額等合計 △1,562 △919

少数株主持分 2,043 3,997

純資産合計 56,588 61,810

負債純資産合計 238,257 230,945
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 138,510 137,446

売上原価 105,641 103,514

売上総利益 32,869 33,931

販売費及び一般管理費 32,220 31,933

営業利益 648 1,998

営業外収益   

受取利息 11 8

受取配当金 － 0

負ののれん償却額 26 71

持分法による投資利益 67 －

受取賃貸料 214 239

受取手数料 － 222

補助金収入 216 －

その他 360 251

営業外収益合計 897 793

営業外費用   

支払利息 402 301

持分法による投資損失 － 3,780

その他 234 365

営業外費用合計 637 4,447

経常利益又は経常損失（△） 909 △1,655

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除却損 24 4

投資有価証券評価損 1,578 138

特別損失合計 1,602 143

税金等調整前四半期純損失（△） △693 △1,798

法人税、住民税及び事業税 655 315

法人税等調整額 △40 △1,134

法人税等合計 615 △819

少数株主損失（△） △79 △30

四半期純損失（△） △1,229 △949
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △693 △1,798

減価償却費 712 727

のれん償却額 65 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,028 1,061

ポイント引当金の増減額（△は減少） △153 △140

退職給付引当金の増減額（△は減少） 181 229

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △588 1

受取利息及び受取配当金 △11 △8

支払利息 402 301

為替差損益（△は益） 0 0

持分法による投資損益（△は益） △67 3,780

固定資産除却損 24 4

投資有価証券評価損益（△は益） 1,578 138

売上債権の増減額（△は増加） △441 △1,804

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,311 △7,718

仕入債務の増減額（△は減少） 6,638 6,834

その他 251 △1,183

小計 △1,372 452

利息及び配当金の受取額 11 7

利息の支払額 △402 △313

法人税等の支払額 △5,421 △2,228

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,185 △2,081

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △383 △59

定期預金の払戻による収入 － 65

有形固定資産の取得による支出 △287 △236

無形固定資産の取得による支出 △89 △40

投資有価証券の取得による支出 △5 △100

投資有価証券の売却による収入 49 1,833

貸付けによる支出 － △16

貸付金の回収による収入 2 9

差入保証金の差入による支出 △229 △8

差入保証金の回収による収入 319 1,024

連結子会社株式の取得による支出 － △421

持分法適用の範囲の変更を伴う関連会社株式の取
得による支出

△45 －

その他 48 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △620 2,046
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 15,047 4,239

長期借入れによる収入 2,000 8,200

長期借入金の返済による支出 △5,634 △5,071

社債の発行による収入 － 342

社債の償還による支出 △60 △60

配当金の支払額 △1,181 △1,408

少数株主への配当金の支払額 － △1,100

リース債務の返済による支出 － △30

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,171 5,111

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,365 5,075

現金及び現金同等物の期首残高 22,455 22,570

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △244

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,821 27,401
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当第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

該当事項はありません。 

   

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日) 

 
(注) 1. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

2. 各区分の主な商品・役務 

(1) 物品販売事業 …… 音響映像商品・家庭電化商品・情報通信機器商品等 

(2) 放送事業 ………… テレビ放送事業・ケーブルテレビ事業 

(3) その他の事業 …… ゴルフ事業等 

3. 会計処理基準に関する事項の変更 

  (棚卸資産の評価に関する会計基準の適用) 

   当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基

準」(企業会計基準委員会 企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、主として売価還元法によ

る原価法によっておりましたが、主として売価還元法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法)に変更しております。 

   この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結会計期間の売上総利益及び営業利益は物

品販売事業においてそれぞれ161百万円減少しております。 

 なお、放送事業及びその他の事業においては、この変更による売上総利益及び営業利益に与える影響はあ

りません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

当社グループは音響映像商品・家庭電化商品・情報通信機器商品等の物品販売事業を主たる事業と

しており、当該事業以外では売上高基準、営業損益基準とも10％以上となるセグメントがないため、

記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日)及び当第１四半期連結累

計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日)及び当第１四半期連結累

計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

   

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

［事業の種類別セグメント情報］

物品販売事業 
(百万円)

放送事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 137,582 1,114 614 139,311 (801) 138,510

営業利益又は営業損失(△) 873 △234 23 663 (14) 648

［所在地別セグメント情報］

［海外売上高］
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当連結四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 【生産、受注及び販売の状況】 

   品目別売上高 

 
(注)   上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

6. その他の情報

品目別

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成21年11月30日)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

前年同期比
(％)

音響映像商品

カメラ 10,259 7.5 △4.8

テレビ 17,062 12.4 42.4

ビデオデッキ・カメラ 6,564 4.8 △0.2

オーディオ 5,658 4.1 △9.1

ＡＶソフト 2,129 1.5 △15.7

その他 3,672 2.7 △3.5

小計 45,347 33.0 8.2

家庭電化商品

冷蔵庫 3,284 2.4 21.4

洗濯機 2,232 1.6 △3.8

調理家電 2,579 1.9 0.6

季節家電 2,997 2.2 △5.5

理美容家電 4,341 3.1 29.1

その他 3,568 2.6 1.3

小計 19,003 13.8 7.7

情報通信機器 
商品

パソコン本体 11,646 8.5 △23.1

パソコン周辺機器 7,345 5.3 △17.8

パソコンソフト 4,745 3.5 1.6

携帯電話 11,955 8.7 △2.8

その他 8,415 6.1 △11.1

小計 44,107 32.1 △12.7

その他の商品

ゲーム 9,624 7.0 9.8

時計 3,143 2.3 △6.9

書籍 353 0.2 △10.0

メガネ・コンタクト 1,101 0.8 △2.1

その他 13,701 10.0 △1.3

小計 27,924 20.3 1.4

物品販売事業 136,383 99.2 △0.9

その他の事業 1,062 0.8 14.1

合計 137,446 100.0 △0.8
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